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⑾
mDia1

mDia3
DMBA-TPA による皮膚発ガン実験に供し、
mDia1 欠損マウスで選択的に有意に腫瘍
形成が抑制されることを見いだした。この
機構を現在検討中である。 

 mDia1 mDia3
このマウスの体躯が矮小であること、

左右の後肢を同時に動かすmiffy 歩行を呈
すること、coat color の異常があること、
末梢血で好中球増多をおこすこと、などを
見いだした。神経系での組織学的検討の結
果、皮質脊髄路の投射異常、嗅球への神経
細胞移動の障害、下垂体前葉の形成不全な
どを見いだした。これらの表現型が、神経
細胞での mDia2, mDia3 のどのような作
用の欠損によるかを解析中である。
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